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目 的　 最近 にお け る 食料 消費 は、 グ ルメ 志 向の 高 まり や 食の レ ジ ャー化 など から、 量よ

り 質 に重 点 がお か れる よ うに なっ たと 言わ れ てい る. 本 研究 では、 計 量経 済 学的 手 法を 用

い て19    8   0 年 以 降 の食 料消 費 にお け る質 的変 化を とら え るこ とを 試 み た。

方 法　 まず、 次 式 に示 す対 数逆 数 型 のモ デ ルを 用い て、 分析 対象 期 間の 各年 の食 料 及び

その 内 訳 項目 の消 費 量 の飽 和水 準 を求 め た。 １ ｏ gioa=a －c ／Y　(  Q  -  消 費 量Y

… 所 得a,       c は 推 定 すべき パ ラメ ー タ）

分 析 に 用い た資 料 は、 総務 庁 統 計局『 家 計 調査 年報J    ( 各 年 版 ）の 全国 全 世帯 の 年 間収

入 階 級別 の１ 世 帯当 り 年平 均 １か 月 間の デ ータ であ る。 消費 量 Ｑとし てJ　食 料費 及び そ の

内 訳の １人 当り 実 質 支出 金 額を 用い た。 実 質 化に 際し て、 当 該項目 の 消 費者 物 価指 数 でデ

フ レ ートし た。 所 得Ｙ は１ 人 当り の 実質 消 費 支出 総額 で、 消 費者 物 価指 数（ 総合 ） でデ フ

レ ート し た。 各 収 入階 級 間の 世帯 数 分 布に は 大き な 差が あ るの で、 世帯 数 で ウ ェイト を つ

け て パラ メ ータ を推 定し た。

次 に、 求 めら れ た飽 和 量を 従 属変 数 とし、 時 間 変数(･80=1,       ’81=2 ・　・　･ )

を 独 立変 数と し た回 帰 式を 推定し た。

結 果　 食 料費 全 体の 飽 和水 準 は 横ばい 状 態 であ っ たが、 そ の内 訳につ い て みる と、 特に、

調 理 食品 と外 食 の飽 和 水準 の上 昇 が著 し く、 し か も、 年 々上 昇 する 傾向 に ある こ とが 分 か

っ た。 食 生 活の サ ービ ス化、 レ ジ ャ―化 か 進 行し てい る 結果 に よる も のと 思 わ れる。
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【 目 的 】　 家 族 の 範 囲 で な さ れ て い る 経 済 行 動 一家 計 の 組 織 化 が ど の よ う に 構 成 さ れ，

関 連 づ け ら れ て い る の か， 規 定 要 因 は 何 か 明 ら か に す る。　第 １ 報 で は 家 計 組 織 化 の 全 体 を

枠 組 みし， 総 家 計 所 得 決 定， 全 体 家 計 組 織 化， 内 部 組 織 化 な ど 組 織 化 諸 段 階 の 実 態 を 示 す。

【 方 法 】　 東 京 都 区 部 団 地 の 夫 婦 共 働 き 核 家 族 世帯 を 対 象 に「 家 庭 の 経 済 生 活 調 査 」

(1991 年 ９ 月,    回 答 者；　妻 ） を 実 施し， そ の 分 析 を も と にし た。　回 収 数　5 12， 対 象 者 の 平

均年 齢 は 妻40 歳， 夫43 歳， 平 均年 収 は 妻　384 万 円， 夫 は　653 万 円 で あ る。

【 結 果 】　 総 家 計 所 得 決 定 につ い て， 妻 の 就 業 決 定 は， 妻 決 定 が　2 ／3を 占 め， 妻 が 申し

出 たり 夫 か ら 言 わ れ て 話し 合 っ た も の が ２ 割 に す ぎな い。 そ の 際， 家 事 が 話 題 と な っ たの

は３ 割 と 少な く， 妻 が 自 主的 に家 事 に 支,障 のな い 程 度 に 働 く こ と を 決 定し て い る。 夫 の 収

入 は 夫 の も の と 考 え て い る 妻， 半 分 は 夫 の も の と す る 妻 は 各 １ 割 と 低 く， 妻 が 妻 自 身 の 収

入 を自 分 の も の， 半 分 自 分 の も の と す る 妻 は 各 ２ 割 と 比 較 的 高 い。 全 体 家 計 組 織 化 に つ い

て， 夫 収 入管 理 は 一 体 型 は46 ％.     拠 出 型 は２１％， 支 出 分 担 型17 ％, 夫 妻 管 理 型16 ％ と 従 来

の 結果 に 比 べ 拠 出， 支 出 分 担 型が 増,加 し て い る。 夫 収 入 管 理 者 の 決 定 方 法 は 夫 主 導 が38 ％

妻主 導23 ％ と 夫主 導 型が 多 い。 妻 収 入管 理 は 拠 出 型35 ％， 一 体 型35  ％, 支 出 分 担 型15  %.

夫 妻 管 理型　8 ％ で あ っ た。 妻 収入 管 理 者 の 決定 方 法 は 妻主 導 が0   I   ％， 夫 主 導 が12 ％ と 妻 主

導で あ る。 夫 妻 の 収 入管 理 類型 は 一 体型22  ％, 妻 財 布 主張 型2  1％, 支 出 分 担 型15 ％, 拠 出

型12 ％. 夫 財 布 主 張 型　6 ％. 夫 扶 養 型（ 拠 出 扶 養 も 含 む ）5  ％, 夫 妻 管 理 型　7 ％ と な る。

夫妻 給与 総 額管 理 は30 ％ が せ ず， 家 庭 全 体 生 活 費 の 確 認 は１１％ が せ ず,      71 % は 妻 が す る。
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